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京都府総合評価競争入札委員会（平成26年度第３回） 議事概要

開 催 日 時 及 び 場 所 平成26年12月24日（水）
午後４時～５時15分
京都平安ホテル 白河

出席委員氏名（職業） 委員長 谷口 栄一（京都大学大学院工学研究科教授）
委 員 富永 安弘（ ）国土交通省近畿地方整備局京都国道事務所副所長
委 員 武田 字浦（ ）明石工業高等専門学校都市システム工学科准教授
臨時委員 三村 衛 （京都大学大学院工学研究科教授）

議 事 概 要 １ 開会あいさつ（西村総務部副部長）
２ 議 事
（１）平成26年度総合評価競争入札（簡易型）の落札者決定

基準の改正について
・平成26年度総合評価競争入札（簡易型）の落札者決定
基準改正について意見を聴取

（２）平成26年度総合評価競争入札（標準型）の技術提案に
対する評価について［非公開］
・２件について、入札手続きを進めることとした。

委員からの意見・質問 意見・質問 回 答 等

とそれに対する回答等
別紙のとおり 別紙のとおり
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別 紙
（１）平成26年度総合評価競争入札（簡易型）の落札者決定基準の改正について

意見・質問 回 答 等

◇各市町村でも災害協定を ◇府の当該地域における土木事務所長と災害協定を締結
結んでいるが、府と災害協 している団体の構成員を評価対象にしたいと考えていま
定を締結しているところを す。
総合評価の加点対象とする
ということか。

◇国土交通省では、災害出 ◇災害出動された団体、企業には、知事からの感謝状を
動をした企業に感謝状を渡 出しており、それらについては既に、格付けの加算点と
して、さらに格付け時の加 して評価対象としております。
点項目としているが、同様 今回は、総合評価の加点評価とすることで、工事受注
に扱っていくのか。 につながるインセンティブを付与するというものです。

◇府と災害協定を締結して ◇京都府建設業協会の支部が12団体、他の団体は14団体
いる団体はどのくらいある で、計26団体となっています。
のか。 それらの団体に加入している企業数は500社程度であ

り、入札参加できる企業の約７割程度となっています。

（２）平成26年度総合評価競争入札（標準型）の技術提案に対する評価について

意見・質問 回 答 等

◇提案には各会社の特許に ◇優位な工夫が見られるとしているものの中には、特許
関係したものもあるのか。 技術に関連するものもあります。

◇この委員会ではＶＥ提案 ◇今回の入札は、総合評価と入札時ＶＥを組み合わせた
の内容は審議の対象外か。 入札方法になっています。

工事の品質に関する提案を評価する総合評価について
は、本委員会の審議対象ですが、価格低減に係る技術的
工夫を評価する入札時ＶＥについては、文化環境部の技
術審査会での審議となります。

◇今後この総合評価と入札 ◇本件については、工事の品質に関する提案と価格低減
時ＶＥの組み合わせでの発 に係る技術的工夫の双方が見込める案件であったため、
注は標準的な手法になって 総合評価と入札時ＶＥを併せて実施したものであり、一
いくのか。 般的な手法とすることまでは考えていません。

◇技術者のヒアリングでは ◇各社から、代表者、監理技術者、主任技術者のそれぞ
企業側からは何人出席する れ各１名ずつの出席になります。
のか。












